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短 　報
勤労者のストレス調査結果
勤労者のストレスと口腔の健康度に関する検討（）
忠 　津 　佐和代
緒 言
わが国の職域の歯科健康管理は特殊歯科健診を除
き法制化されておらず，一般歯科保健活動は一部の
事業所しか取り組まれていない．しかし平成年度
の厚生労働省の歯科疾患実態調査によると，わが
国の労働者の主軸を成す中高年の歯周疾患有病率が
非常に高く，	歳以降加齢とともに喪失歯数が急増
する傾向が示されており，このままでは職域にいる
間に多くの歯を失うことになる．既に平成 年度
より「		運動」は，都道府県と市・特別区が実
施主体となって展開されてきているが，		達成に
は職域における歯科保健対策が重要であると考えら
れる．そこで本研究では，		達成のために地域住
民を対象に開発された簡便な「歯の健康づくり得点」
質問紙を用いて労働者の口腔の健康度および歯科保
健習慣の把握を試みた．さらに近年の研究から歯科
疾患の予防には心身両面にわたる健康づくりが重要
と考えられ ，全身的保健習慣およびストレス度に
ついても調査を行い，それらとの関連性を検討した．
今回は，ストレス度の調査結果について報告する．
対象および方法
事業場の従業員の健康づくりの一環としての「健
康習慣改善のためのアンケート」として承諾を得る
とともに無記名で調査を実施し，その中で自己判定
もでき生活習慣の改善に役立てられるなど倫理的配
慮をした．平成年 
月 日平成年 月日の
間に郵送留置きによる自記式質問紙調査を全従業員
	名に行い，名（回収率

）から回答が得
られた．調査票の内容は ．歯の健康づくり得点，
 ．森本の つの健康習慣，．勤労者のストレ
ス調査票であった．今回は年間の勤労者の公私
にわたるトータルなストレス度を見るため，
のラ
イフイベント項目からなる「勤労者のストレス調査
票」を用いた．そのため，集計・分析の対象は，
性別，年齢および，「勤労者のストレス調査票」の無
回答者を除く	歳以上の	名とした．「勤労者のス
トレス調査票」は，ライフイベント法により過去 
年間の体験ストレッサーのストレス点数の合計点を
求め，勤労者のストレス状態を測定するものである．
そこでまず，体験ストレッサ－のストレス点数の合
計得点を求め，その結果について検討を行った．次
に，年代別（		歳代，	歳代以上）に体験スト
レッサーを比較するとともに，ストレス状態におい
ても判定した．合計得点の判定基準は，夏目誠
のデータを基に 基準で連続性をもたせ，		歳
代（「過剰ストレスを認めない」：点以下，「過剰
ストレスが疑われる」：
点，「過剰ストレス
状態」：点以上），	歳代以上（「過剰ストレスを
認めない」：	点以下，「過剰ストレスが疑われる」：
	点，「過剰ストレス状態」：点以上）とし
分析した．またこのように年代別に判定基準が異な
るため，年代別（		歳代，	歳代以上）にスト
レス調査の合計得点を性別で 検定を行っ
た．さらに男性においては，各労働関連等属性（雇
用形態・職位・仕事の内容・労働形態・通勤方法・
通勤時間・週平均労働時間・持病）別検定を試みた．
結 果
．対象者と属性（表）
性別では男性が	，年齢構成では		歳代が
と大半を占めていた．雇用形態では常勤が，
職位では一般職が	，仕事の内容では現場作業が


，労働形態では交代勤務が	を占めていた．
通勤方法では自家用車が，通勤時間では 時間
未満が，週平均労働時間では	時間以上が
であった．また，持病のある者は

であった．
．勤労者の体験ストレッサー（表 ，表 ）
		歳代で体験したライフイベントの上位	項
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表  対象者の属性
目は表 に示すとおりであり，割以上の者が体験
していたライフイベントは，ストレス度	の「仕事
のペース，活動の増加」・ストレス度の「レクリ
エーションの減少」・ストレス度
の「多忙による心
身の過労」・ストレス度
の「仕事上のミス」・スト
レス度の「家族の健康や行動の大きな変化」・スト
レス度の「職場の化」の 
項目であった．次
に，	歳代以上で体験したライフイベントの上位	
項目は表 に示すとおりであり，割以上の者が体
験していたライフイベントは，ストレス度	の「仕
事のペース，活動の増加」・ストレス度の「レク
リエーションの減少」・ストレス度の「家族メン
バーの変化」・ストレス度の「職場の 化」の
項目であった．上位 項目「仕事のペース，活動
の増加」・「レクリエーションの減少」は両年代に共
通していたが，	歳代以上に比較して		歳代の
方が体験した割合が両項目とも 割前後高かった．
．判定基準別ストレス得点（表 ，表 ）
		歳代の判定基準別ストレス得点は表 に示
すとおりで，「過剰ストレスが疑われる」は	の
者に，「過剰ストレス状態」は	の者にみられた．
また，	歳代以上の判定基準別ストレス得点は表
に示すとおりで，「過剰ストレスが疑われる」は
	の者に，「過剰ストレス状態」はの者にみ
られた．ストレス状態は，両年代とも同様の傾向が見
られ，過剰ストレス状態の者が約 割を占めていた．
表  体験ストレッサー上位項目（～歳代）
表  体験ストレッサー上位項目（歳代以上）
表  判定基準別ストレス得点（～歳代）
表  判定基準別ストレス得点（歳代以上）
．各労働関連等属性別ストレス得点（表 ，表 ）
		歳代のストレス得点の各属性の 群別平均
値の検定結果は表 
に示すとおりで，「性別」の「男
性」（		）および「週平均労働時間」の「	時
間以上」（		）で有意にストレス得点が高かっ
た．次に，	歳代以上のストレス得点の各属性の 
群別平均値の検定結果は表 に示すとおりでは，「性
別」の「男性」（		）のみで有意にストレス得
点が高かった．また有意差は認められなかったが，
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
表  ストレス得点各労働等属性別平均値（	
	）検定（～歳代）
表  ストレス得点各労働等属性別平均値（	
	）検定（歳代以上）
「持病」の「あり」で「なし」に比しストレス得点が
高い傾向が見られた．両年代とも共通してストレス
得点に有意差がみられた属性は「性別」であった．
考 察
．勤労者の体験ストレッサーについて
ストレッサーとなるライフイベント体験上位	項
目で，両年代間（		歳代・	歳代以上）で共通
の項目として「仕事のペース，活動の増加」「レクリ
エーションの減少」・「多忙による心身の過労」・「職
場の 化」が上がっていたが，これらのことから
職場の化に伴うストレスやリストラ・人件費削
減に伴う仕事量の増加によるストレスが高く，それ
に伴い逆にストレス解消ともなるレクリエーション

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の機会や時間の減少がみられ，心身の過労にいたっ
ている現状が推測された．また，「家族の健康や行
動の大きな変化」や「自分の病気や怪我」体験も上
位に見られ，仕事上のことのみでなく自分や家族の
健康も勤労者のストレスに大きくかかわってきてい
ることが推測された．一方各年代別で異なる特徴と
して，		歳代では「		万円以下の借金」・「課員
が増える」・「睡眠習慣の大きな変化」が 割 分以
上の者にみられ，	歳代以上では「家族メンバーの
変化」・「収入の減少」・「人事異動」・「息子や娘が家
を離れる」・「家族が増える」・「技術革新の進歩」が
割 分以上の者にみられ，各年代のライフステー
ジにおけるライフイベントの特徴が確認できた．
．合計得点と労働等属性との関連性について
合計得点と労働等属性との関連性では，両年代に
共通して性別において男性にストレスが有意に高い傾
向が認められたが，同データを男女別に労働属性をみ
た分析	から女性に役職者・営業職者および交代勤
務者が完無で週平均労働時間が	時間未満のものが 
割以上であったことが大きく影響しており，性別その
ものの特質から来るものではないと推測された．
		歳代の「週平均労働時間」のストレス度に与え
る影響が最も大きく，「	時間以上」にストレスが高
くなる傾向がみられた．近年の企業は作業の効率化を
優先する傾向にあり，本調査でも約半数が仕事量の増
加を指摘しており，こうした仕事量の増加によりスト
レスの増大が懸念される．したがって，企業は労働
時間の超過に十分な配慮をすることが重要であると
考えられる．また持病のある者にストレス得点が高
い傾向が見られたが，持病をもち勤務することによ
る心身の疲労が影響していることが推測され，仕事
の質量ともに配慮が必要であることが示唆された
．判定基準別ストレス得点について
従業員の約 割に過剰ストレス状態がみられたこ
とは，ストレッサーとなる各ライフイベントで上位
を占めた項目からみても，最悪事態である過労死等
を予防し心身の健康を維持していくために，仕事の
質量ともに調整が必要であることが示唆された．
なお，今回の対象事業所は若年層の従業員が多く，
また性別でも男性が 割強であったため，男女の労
働等属性別の分析ができなかった．今後は他の事業
所でも同様の調査を行い，それらの結果とも比較し
て分析し，勤労者のストレス軽減対策の具体的な資
料としていきたい．さらにストレスと口腔の健康度
との関連を分析して行きたい．
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